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ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ の原因はｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ･ｳｲﾙｽでその大きさは 10,000分の 1mm といわれます。  

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ･ｳｲﾙｽは喉・鼻などの粘膜細胞から侵入し、侵入（感染）された細胞は約 20分で  

破壊されると同時に  200～ 300 の新しいｲﾝﾌﾙｴﾝｻ ﾞ･ｳｲﾙｽが流出し他の細胞に感染します。  

 

そして 20分毎に数千・数百万のｳｲﾙｽを作り出していくので  

12時間後には 1 個のｳｲﾙｽから 1073個のｳｲﾙｽが新生されたことになります。  

 

卵にはｺﾚｽﾃﾛ-ﾙ が多く含まれていますが、卵を食べても血中ｺﾚｽﾃﾛ-ﾙ 値は  

肝臓などでｺﾝﾄﾛ-ﾙされているため上がることはありません。  

 

1910年頃、ﾛｼｱ のｱﾆﾁｺﾌ が草食動物のｳｻｷﾞ に卵や牛乳を与えた結果、  

ｳｻｷﾞ の血中ｺﾚｽﾃﾛ-ﾙ 値が上がりこれが卵とｺﾚｽﾃﾛ-ﾙ を問題視するきっかけになりました。 

 

ｺﾚｽﾃﾛ-ﾙ という物質は動物にあって、植物にはありません。  

草食動物のｳｻｷﾞ の体にはｺﾚｽﾃﾛ-ﾙ があっても、餌にはｺﾚｽﾃﾛ-ﾙ がないのが普通です。  

 

草食動物のｳｻｷ ﾞ にｺﾚｽﾃﾛ-ﾙ を無理に食べさせればｺﾚｽﾃﾛ-ﾙ 値が上がっても当然でしょう。

雑食動物のﾈｽﾞﾐ は卵を食べてもｺﾚｽﾃﾛ-ﾙ 値は上がりません。  

 

「卵一個で寿命が伸びる」という本を紹介したことがありますが (1990 年 1 月）  

卵はﾀﾝﾊﾟｸ質が  100点満点の良質である他に、以下の様なﾒﾘｯﾄがあります。    

 

 1.卵はﾚｼﾁﾝ･ﾋﾞﾀﾐﾝA･ﾋﾞﾀﾐﾝH( ﾋ ﾞｵﾁﾝ)･ｺﾛﾁﾉｲﾄﾞ などを豊富に含んでいる。  

 

 2.卵の含硫ｱﾐﾉ 酸 (ﾒﾁｵﾆﾝ･ｼｽﾃｲﾝ) が公害・有害物質を体外に排出する。  

 

 3.卵の含硫ｱﾐﾉ 酸 (ﾒﾁｵﾆﾝ･ｼｽﾃｲﾝ) は活性酸素対策に有効です。  

 

体ﾀﾝﾊﾟｸを構成する 10種類の必須ｱﾐﾉ 酸の量の比の通りの 10種ｱﾐﾉ 酸を持つ食品を  

100 点満点のﾀﾝﾊﾟｸ質として ﾌﾟﾛﾃｲﾝ･ｽｺｱ100としますが 100 点の食品は卵と  ｼｼ ﾞﾐくらいです。 

 

 100点・卵､ｼｼﾞﾐ  90点・豚肉､ﾏﾄﾝ  89点・ｱｼﾞ､ｶｼ ﾞｷ  87点・鶏肉   86点・ｲｶ      

    84点・ﾛ-ｽﾊﾑ   83点・ﾌﾟﾛｾｽﾁ- ｽ ﾞ     80点・牛肉    

 

････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

  寝こまないで風邪を治す方法（三石巖健康談話から抜粋）  

 

  ｶｾﾞかなと思ったらｳｲﾙｽ干渉因子を体の中に作ってやればいいのです。  

  ｳｲﾙｽ干渉因子は糖ﾀﾝﾊﾟｸといって、糖とﾀﾝﾊﾟｸが結びついたものです。  

 

  糖はご飯を食べていれば十分補えるが、問題はﾀﾝﾊﾟｸ質です。  

  同じﾀﾝﾊﾟｸ質でも ﾌﾟﾛﾃｲﾝ･ｽｺｱ の高い食品をとることが大事なのです。    

 

  そして、糖とﾀﾝﾊﾟｸ質をつないで糖ﾀﾝﾊﾟｸを作るにはﾋﾞﾀﾐﾝC が不可欠です。  

   

  他には喉の後ろにあたる背骨の部分をｶｲﾛ などで温めることです。  

  その結果、喉や鼻の温度が上がればその部分に糖ﾀﾝﾊﾟｸがたくさんできて、  

  ｳｲﾙｽをやっつける力が強まります（冷えていると糖ﾀﾝﾊﾟｸは生産されにくい）  

 



    ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

   

ｱﾒﾘｶの例ですが、ｶｾﾞ･ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞが流行していてもｳｲﾙｽ感染に対する抵抗力（免疫力）が  

高い層（人口の  6～ 10% ）はｶｾﾞ･ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞにかからないと言われています。  

 

身体の免疫力＝自然治癒力の維持・改善には  

ﾀﾝﾊﾟｸ質（卵がﾍﾞｽﾄ)・糖質・ﾋﾞﾀﾐﾝC の補給と保温をお忘れなく。  

 

「ﾀﾝﾊﾟｸ源としての重要性を考えれば、高齢者の卵の制限は無用」という  

本間康彦氏（東海大学医学部教授）のｱﾄﾞﾊ ﾞｲｽ を参考に卵を食べましょう。  

 

有精卵でも無精卵でも赤い色でも白い色でも栄養的には同じです。  

また生で食べるより過熱した方が良いです。  


